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の
監
査
報
告
書
の
中
で
リ
ー
ス

と
書
い
て
い
る
が
、
契
約
書
を

確
認
し
た
の
か
。
そ
の
契
約
書

で
は
、
何
年
契
約
で
月
々
い
く

ら
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
か
。
ま
た
、
平
成
22
年
４
月

以
降
の
リ
ー
ス
代
は
支
払
わ
れ

て
い
る
の
か
。
③
住
民
監
査
請

求
の
対
象
と
な
っ
た
常
総
元
気

塾
の
委
託
事
業
は
、
国
の
緊
急

雇
用
対
策
事
業
で
あ
る
。
し
か

し
、
２
年
間
で
雇
用
保
険
加
入

者
は
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
で
、
正

規
雇
用
者
の
採
用
は
な
い
。
す

べ
て
非
正
規
雇
用
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
雇
用
の
創
出
と
い
う
目

的
か
ら
み
て
不
適
切
な
内
容
で

あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
事
業
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

か
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　
①
県
の
実
施
要
綱
で
は
、
人

件
費
は
事
業
費
の
半
額
を
下
回

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

人
数
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

平
成
22
年
度
の
人
件
費
は
50
％

を
超
え
た
こ
と
、
11
月
か
ら
は

出
産
と
い
う
事
由
で
１
名
に
な

っ
た
が
、
補
助
事
業
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
。

答
弁
（
代
表
監
査
委
員
）

　
　
②
監
査
委
員
と
し
て
公
表
で

き
る
の
は
、
常
総
市
職
員
措
置

請
求
の
監
査
結
果
で
あ
り
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
回
答
を
控
え

る
。

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
重
視
し
た
市

立
図
書
館
の
発
展
方
向
に
つ
い

て
質
問
（
議
員
）

　
　
税
金
に
つ
い
て
は
、
ど
の
自

治
体
で
も
徴
収
率
を
上
げ
る
た

め
最
善
の
努
力
を
し
て
い
る
が
、

徴
収
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、

過
年
度
分
の
税
金
が
上
が
ら
な

い
。
特
に
、
国
保
税
の
調
定
額

は
総
額
約
32
億
９
千
万
円
で
、

61
・
８
％
し
か
集
金
が
で
き
て

い
な
い
。
現
年
度
徴
収
分
は
、

約
21
億
５
千
万
円
で
88
・
３
％

が
収
納
さ
れ
た
が
、
過
年
度
分

が
約
11
億
４
千
万
円
に
対
し
、

11
・
７
％
。
そ
の
た
め
、
約
８

億
９
千
万
円
と
い
う
数
字
が
出

る
が
、
こ
の
ほ
か
に
不
納
欠
損

額
が
約
１
億
２
千
万
円
あ
り
、

こ
れ
は
帳
簿
か
ら
も
落
と
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
合
わ
せ
る

と
１
億
４
０
０
万
円
と
な
る
。

こ
う
い
っ
た
総
額
が
あ
っ
て
、

わ
ず
か
11
％
し
か
徴
収
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
10
％

で
、
例
え
ば
８
億
と
す
る
と
、

８
千
万
円
。
１
億
く
ら
い
し
か

過
年
度
分
は
回
収
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
事
に
な
る
。
他
に
、

使
用
料
で
は
特
に
、
下
水
道
の

　
　
③
地
方
自
治
法
１
９
９
条
第

１
項
に
よ
り
職
務
権
限
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
答
弁
を
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

再
質
問
（
議
員
）

　
　
監
査
委
員
が
１
月
６
日
に
報

告
し
た
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
は
リ
ー
ス
代
と
し
て
答
え
て

い
る
。
裁
判
の
中
で
、
常
総
市

が
言
っ
た
購
入
と
は
違
う
。

　
　
市
は
、
裁
判
の
中
で
カ
メ
ラ

購
入
の
領
収
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
監
査
委
員
は
、
こ
の
領

収
書
を
確
認
し
た
か
。

再
答
弁
（
代
表
監
査
委
員
）

　
　
常
総
市
職
員
措
置
請
求
の
監

査
結
果
の
と
お
り
で
あ
り
、
お

答
え
で
き
な
い
。

再
々
質
問
（
議
員
）

　
　
こ
の
委
託
事
業
は
平
成
23
年

度
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
で
、

カ
メ
ラ
が
今
、
ど
こ
に
あ
る
か

が
重
要
で
あ
る
。
ど
こ
の
所
有

に
な
っ
て
い
る
か
。
監
査
委
員

は
、
こ
の
カ
メ
ラ
の
市
の
資
産

へ
の
計
上
と
、
現
在
、
ど
こ
に

あ
る
か
と
い
う
事
は
確
認
し
て

い
る
か
。

再
々
答
弁
（
代
表
監
査
委
員
）

　
　
内
容
に
つ
い
て
は
、
常
総
市

職
員
措
置
請
求
の
監
査
結
果
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
子
ど
も
を
放
射
線
か
ら
守
る
政

策
と
災
害
姉
妹
都
市
協
定
に
つ

い
て

使
用
料
が
上
が
っ
て
こ
な
い
と

い
う
事
で
、
公
共
下
水
道
は
87

％
し
か
上
が
っ
て
こ
な
い
。
こ

れ
も
過
年
度
分
は
15
・
８
％
し

か
徴
収
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
税
が
現
時
点
で
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
８

億
円
あ
り
、
今
の
ま
ま
で
は
一

般
財
源
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
事

業
が
で
き
な
く
な
る
。
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
保
育
料
、

学
校
給
食
費
、
住
宅
使
用
料
、

公
共
下
水
道
、
集
落
排
水
や
水

道
使
用
料
、
こ
れ
ら
は
何
時
ま

で
借
り
て
い
て
も
利
息
が
つ
か

な
い
、
要
す
る
に
延
滞
金
が
つ

か
な
い
。
私
は
、
延
滞
金
は
、

取
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る

が
、
執
行
部
の
考
え
は
。

答
弁
（
総
務
部
長
）

　
　
動
産
・
不
動
産
等
の
差
し
押

さ
え
な
ど
、
滞
納
処
分
を
中
心

と
し
た
滞
納
整
理
を
行
な
っ
て

い
る
。

　
　
特
に
、
国
保
税
の
未
収
対
策

で
は
未
納
者
の
繰
越
額
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
夜
間
の
臨
戸
訪

問
等
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
駆
使

し
、
最
終
的
に
は
預
貯
金
差
し

押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
行
な

っ
て
い
る
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
現
在
、
延
滞
金
制
度
導
入
に

つ
い
て
県
内
で
実
績
は
な
い
が
、

今
後
、
他
市
町
村
の
動
向
を
踏

ま
え
、
検
討
す
る
。

再
質
問
（
議
員
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
繰
り
入
れ
た
額

は
、
現
在
で
は
８
億
に
な
る
。

こ
う
な
る
と
、
一
般
会
計
の
財

源
が
そ
こ
で
使
え
な
く
な
る
。

や
は
り
、
独
自
に
徴
収
率
を
上

げ
る
こ
と
を
望
む
。
ま
た
、
水

道
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

下
水
道
は
と
め
る
と
あ
ふ
れ
て

し
ま
う
た
め
、
と
め
ら
れ
な
い

と
い
う
事
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
、
下
水
道
の
ほ
う
が
支
払

い
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
い
か
が
。

ネット公売に出品されている商品

市
税
や
使
用
料
の
徴
収
率
向
上
を
進
め
る
為
の
方
策
に
つ

い
て

中
村
　
安
雄 

議
員
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